
〈ラボの役割〉
・生産性向上や技術の高度化に向けたセミナーの開催。
・実証実験による意識啓発。
・共用クラウド開発・運用による基盤構築。

〈ラボメンバーのメリット〉
・IoT をはじめとした最新技術に関する情報を随時提供。
・アドバイザー、サポーターによる個別相談の実施。
・ラボ関連団体への橋渡し。

※ユーザー企業：IoT など、先進技術に興味のある、または活用し
　　　　　　　  ている企業
※ベンダー企業：システム、ノウハウを提供する企業

新
し
い
時
代
の
局
面
を
捉
え
る

燕
の
産
業
と
「
I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
の
立
ち
上
げ

　
燕
の
産
業
の
強
み
と
し
て
、「
分
業
に
よ
る
技
術
の
習
熟
」、「
強
固
な
企

業
間
の
つ
な
が
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
弱
み
と
し
て
、「
先
進
技
術
の

導
入
の
遅
れ
」
や
「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
（
図
3
参
照
）。
さ
ら
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
情
報
発

信
力
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
る
な
ど
、
燕
の
産
業
界
は
大
き
な
局
面
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
燕
の
持
つ
「
強
み
」
を
伸
ば
し
「
弱
み
」
を

克
服
す
る
こ
と
、
さ
ら
な
る
も
の
づ
く
り
産
地
と
し
て
の
競
争
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
先
進
技
術
を
燕
の
産
業
に
導
入
す
る
「
燕
市
I
o
T
推

進
ラ
ボ
」
を
、
令
和
元
年
5
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
ラ
ボ
に
は
26

社
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
燕
市
I
o
T
推
進
ラ
ボ
は
、
企
業
に
と
っ
て
I
o
T
推
進
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
に
な
っ
て
い
る
、「
導
入
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
不
明
確
」、「
使
い
こ

な
せ
る
人
材
が
い
な
い
」、「
導
入
や
運
用
コ
ス
ト
」
と
い
っ
た
問
題
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
、
導
入
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

弱み -W
ウ ィ ー ク ネ ス

eakness-
・ 業務プロセスにデジタル、IoT  
　や AI 関連の先端技術の導入
　に取り組む企業が少ない。
・ 職人技への依存度が高く、作
　業の標準化や後継者育成が進
　んでいない。

強み -S
ス ト レ ン グ ス

trength-

・ 単工程の分業体制により、技  
　術の特殊化や高度化が図られ
　ている。
・ 多様な金属加工技術が集積し
　ているため、相互補完できる産
　業構造である。

　
「
第
４
次
産
業
革
命
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

世
界
は
今
、
産
業
分
野
に
お
い
て
４
度
目
の

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
時
代
は
生
活
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
溢
れ
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
突
入

し
た
の
で
す
。

　

そ
の
変
化
は
、
燕
の
産
業
界
も
例
外
な
く
巻

き
込
み
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
上
手
く
乗
る
こ
と

が
、
今
後
の
販
路
開
拓
や
生
産
性
向
上
へ
の
大

き
な
鍵
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
wウ
ィ

ズ

i
t
h
コ

ロ
ナ
」
の
社
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
は
通
用

せ
ず
、
新
た
な
経
済
活
動
の
あ
り
方
と
価
値
観

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
常
識

「
Iアイオ
ー
テ
ィ
ー

o
T
」
と
は
？

　
I
o
T
と
は
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
と

訳
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し

た
モ
ノ
同
士
の
通
信
で
す
。現
在
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
同
士
の
通
信
の
域
を
超
え
、
電
化
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、
農
業
へ
の
活
用
や
高
齢
者
の
見
守

り
シ
ス
テ
ム
に
至
る
ま
で
広
く
普
及
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
幅
な
省
力
化
、
業
務
効

率
化
へ
の
応
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
産
業
分
野
に
お
い
て
も
主
に
効
率

化
・
業
務
改
善
を
目
的
と
し
た
I
o
T
の
導

入
が
進
ん
で
お
り
（
図
１
参
照
）、
約
８
割
の

企
業
で
効
果
が
あ
っ
た
と
の
結
果
が
出
て
い
ま

す（
図
2
参
照
）。
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I
o
T
推
進
ラ
ボ
の
事
業

計
画
や
事
業
実
績
を
報
告
、

協
議
し
ま
す
。
ま
た
、
燕
市

I
o
T
推
進
ラ
ボ
の
事
業
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
必
要
な

事
項
を
検
討
、協
議
し
ま
す
。

【
検
討
事
項
】 

・
市
内
企
業
の
課
題
整
理

・
燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド
（
次

　
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
仕
様
決
定

・
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
な
ど

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
例

セ
ミ
ナ
ー

　
　
I
o
T
を
は
じ
め
と
し
た
最

新
技
術
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
製
造
業
に
お
け
る
活
用
事

例
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
、
全
国
の
地
域
・

工
場
で
I
o
T
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
高
付
加
価
値
な
も
の
づ
く

り
の
優
良
事
例
の
紹
介
や
支
援

制
度
説
明
会
、
希
望
者
へ
の
個

別
相
談
な
ど
定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▶︎
検
討
会
議
の
様
子

　急速な産業の発展に、移り変わる生活様式。常に時代の変化を感じ取り、絶えず進化してきた燕
の企業と、それを支援する IoT 推進ラボの取り組みを紹介します。

非常に効果が
あった 19.9%

ある程度効果があった
　　　 59.9%

変わらなかった
　　1.6%

マイナスの効果が
あった  0.0% 　　効果はよく

　　わからない
　　　18.6%

図 2　IoT・AI 等のシステム・サービスの導入効果

効率化・業務改善

顧客サービス向上

事業の全体最適化

新規事業・経営

事業継続性

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 1　IoT・AI 等によるデジタルデータ収集・解析の目的燕市 IoT推進ラボ

図
3
　
燕
の
産
業
の
「
強
み
」
と
「
弱
み
」

　　　　−構成や取り組みを紹介します−

〈ラボ構成メンバー〉

プレイヤー

サポーター

ユーザー企業・ベンダー企業

図１・２　令和元年　総務省通信利用動向調査を参考

転
換
期
を
迎
え
る

産
業
の
今

燕のものづくりの「これから」を考える

検
討
会
議

ー燕市IoT推進ラボでつながる工場ー

非常に効果
があった又は
ある程度効
果があった
　79.8%

※
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